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　　　他動的運動器具使用時のエネルギー代謝について

　　　　和洋女大文家政　○宮川豊美　川村一男

　目的゜日常生活における身体運動量が低下している今日、摂取エネルギー量の過剰が、

健康に及ぼす影響について問われ、健康の維持・増進には、適度の運動、適切な食事及び

休養の生活習慣が重要との認識も高まってきている。このような健康願望ブームの昨今、

家庭用健康運動機器も種々販売されている。私共は市販の健康運動機器中、特に他動的に

機械が人体を動かす方式のものに注目し、使用中の消費エネルギー量等の測定を行った。

　方法　被験者は、健康な成人女子４名である。食後３時間以上経過後、安静仰臥時の測

定値を対照として、運動機器使用時仰臥位）20分間の代謝量を、代謝測定装置PIS-3000

　（フクダ産業）にて測定し、また、その心電図をも観察した。使用した機器は、有酸素運

動で疲れをとると称して市販されている（電気マッサージ器）、いわゆる金魚運動器具

　（s工業n）である。実験期間は1993年2~12月で、測定室環境は20~24 ℃、50~60 %の恒

温温室である。

　結果　安静仰臥時（対照時）の被験者平均値は、呼気換気量6.9　£/。in、呼吸数19

/■in.、心拍数64/。in　、ガス交換比0.94、消費エネルギー1. 01ItcaJ^。in、であった。

また、運勁器使用時の値は、同上の順序で、7.2、21、63、0.96、0.90、であり、心電図

とも対照時との有意差は認められなかった。次に、運動器使用時更に機械の動きに合わせ

て、被験者の自発的な両足の左右動連動を負荷し代謝量を測定したが、運動器使川時との

差はみられなかった。以上のことから、他動的な筋運動は、エネルギー消費に対して、何

の測与もみられないことが明らかとなった。
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エネルギー代謝量に及ぼす野菜摂取の影響

郡山女子大家政　斎藤洋子

　目的　私達は、野菜食物繊維（にんじん）のビタミンBt吸収に及ぼす影響を検討して

おり、ビタミンB,吸収がにんじん摂取により促進されるように見える結果を得ている。
しかしこの結果は、にんじん摂取により糖質など栄養素の吸収が遅くなリエネルギー代謝

量が低下し、その結果ビタミンB,の要求が低下したことに原因して､いることが考えられ

る。一方、食事摂取により発生するエネルギー、即ち食事誘発性体熱産性（ＤＩＴ）は、

肥満と関連があることが報告されており、食物繊維給源となる野菜の摂取がＤＩＴにいか
に影響するかを明らかにすることは極めて興味深い。従って本研究では、エネルギー代謝

量が野菜摂取によりどのように変化するかを検討する。

　方法　被験者は、健康な女子６名で、朝食給与前と試験用朝食給与１、２、３時間後に
呼吸試験機（ミナト医科学製、エアロモニターAE-280S ）を用いて安静時（椅子に腰掛け

ている）のエネルギー消費量を測定した。試験用朝食は、カレーとし、豚肉とたまねぎの

み（試験食Ｉ）、それにごぼう50 g （試験食n）、またはにんじん150 g （試験食Ⅲ）を
加えた３種類を調製、給与した。エネルギー量測定の当日には、軽い動作をともなう実験

、講義め聴講等で、特別な強度の活動をしないようにした。

　結果　エネルギー消費量の朝食給与前値は、試験食Ｉ、豆、Ⅲでそれぞれ1,127土62、
1,111土78、1,101±167で、ほぼ一定の値を示した。試験食Ｉ、Ｈ、ｍ摂取後１、２、３

時間値はそれぞれ1,251土33、1,267士118、1,221±175 ；1,248土82、1,248士100、1,219

±189； 1,133士1001.171土Ill、1,152±184で、食事による相違は認められなかった。
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